予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費
	事業名: ぎふの木で家づくり協力工務店育成事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　
　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大係　電話番号：058-272-1111（内3013）
　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,100千円（前年度予算額：1,100千円）
	要求内容


	１　要求の内容


「ぎふの木で家づくり協力工務店」により組織された工務店団体が実施する、設計力・デザイン力向上などの活動に対し支援することで、消費者ニーズに合った県産材住宅の建設を進め、ぎふ性能表示材の需要拡大を図る。
（１）設計スクール等の開催
　・設計スクール、マーケティングスクール等を開催し、設計力、デザイン力、営業力
等をアップさせ、各工務店の住宅をより魅力的なものに発展させる。
（２）住宅セミナー等の実施
　・共同で住宅セミナーの開催、ＰＲ冊子の配布等により宣伝力を強化し、一般県民に対して、県産材住宅の認知度を高める。
　・県産材住宅の良さを重点的にＰＲするための拠点として「県産材住宅展示場（又は分譲地）」整備の可能性調査を行う。
	２　所要経費


（１）設計スクール等の開催　　事業費1,440千円（県補助金720千円）
（２）住宅セミナー等の実施　　事業費   760千円（県補助金380千円）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,100

	要求額
	1,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	 1,100

	決定額
	1,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,100


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	「ぎふ性能表示材」を活用し、高品質な県産材住宅の建設や増改築に取り組む建築士、工務店等を増やすとともに、その連携を強化する。また、ぎふ性能表示材を活用した安全・安心な県産材住宅のＰＲを強化し、消費者の理解をより一層醸成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ぎふ性能表示材製品出荷量
	１千㎥
（H22）
	－
	－
	7.7千㎥
（H23）
	50千㎥
（H28）
	15.4％

	県内新設戸建軸組住宅に占める県産材住宅の割合
	16.1％
（H22）
	－
	－
	14.5％
（H23）
	21％
（H28）
	69.0％


（平成24年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（1） マーケティングスクールの開催　
・第１回：平成24年5月17日（30名）　・第２回：平成24年6月21日（24名）
・第３回：平成24年7月19日（22名）　・第４回：平成24年8月23日（24名）
・第５回：平成24年10月19日（23名）
（2） 設計セミナーの開催
・第１回：平成24年8月2日（45名）　・第２回：平成24年10月4日（46名）
＊第３回は平成24年12月6日、第４回以降は平成25年１月以降開催予定。
（3） 住宅セミナーの開催
・第１回：平成24年11月18日（土）、じゅうろくプラザにおいて開催予定
＊第２回は平成25年2月頃開催予定


（平成24年度の成果）
	　マーケティングスクールの開催では全５回で延べ120名以上が参加した。また、設計スクールでは毎回45名程度参加している。住宅セミナーについては各回50名程度の一般県民の参加を見込んでいる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）
○

	地域経済に影響が大きい地域工務店の地力向上への支援であるとともに県が推進する「ぎふ性能表示材」の利用増につながる事業であり、必要性が高い。


	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	県産材住宅の割合は、平成23年度から「ぎふの木で家づくり支援事業」の使用木材の補助要件を「ぎふ性能表示材」にした影響が大きく、初年度は一時的に減少しているが、供給体制が整い使用する側の意識も高まってきた平成24度からは上昇する見込みである。（現時点における申請数は昨年同時期より２割以上増加している）


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○
	地域工務店のうち、特にぎふ性能表示材を利用した住宅建築に積極的な工務店による団体への支援であり、効率的にぎふ性能表示材利用量増を図ることができる。


（今後の課題）
	　平成24年度は基礎的な講座を中心に実施した。参加者からよりレベルの高い講座を開催してほしいと要望がある。



（次年度の方向性）
	中級レベルの設計スクールを盛り込むなど、講座内容を見直し事業を推進する。


